
重点目標「29,983 トン/年」を目指すとは

生活系と事業系の燃やせるごみの合計から２７．４％の削減に取り組みます。
　４１，３０５トン　→　２９，９８３トン

◆　市町村のごみ排出目標と実績例

【生活系】　燃やせるごみ ＋ 粗大ごみ　排出量

26,568 トン

Ｒ元

20,739 トン

5,829 トン

Ｒ７

14,737 トン

Ｒ元

9,244 トン

5,493 トン

Ｒ７

【事業系】　燃やせるごみ　排出量

削減量 5,829 トン

削減量 5,493 トン

ごみ減量等推進員の創設　 36P 、 40P 掲載

ごみ情報紙の発行　 36P 掲載

雑がみなど資源物の分別徹底　 36P 掲載

資源化品目（古布類）の追加　 36P 、 37P 掲載

【継続】生ごみ減量化の促進　 28P 掲載

事業系ごみの適正排出　 36P 、 39P 掲載

資源化品目（シュレッダー古紙）の追加　 36P 、 37P 掲載

【継続】食品ロスの削減　 30P 、 37P 掲載

〇燃やせるごみ（可燃）

重点目標　 35P 掲載

団体

各団体の目標値 各団体の実績値（Ｈ３０）

有料化 全国順位目標年 リサイクル率

（単位） ％

会津若松市 970 1,143 802 341 13.8 無料 228/238

国 850 918 ― ―

福島県 935 1,029 727 302 12.9 ―

福島市 890 1,182 881 301 9.3 無料 236/238

郡山市 910 1,195 762 433 9.8 無料 237/238

いわき市 950 1,002 706 297 22.4 無料 186/238

喜多方市 908 956 687 269 8.3 無料 ―

会津坂下町 797 842 588 254 10.7 有料化 ―

小金井市（東京都） 605 596 9 56.4 有料化 1/238
※ここで示す排出量は、燃やせるごみ、燃やせないごみ、資源物回収を含んだ数値である。
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